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研究成果の概要：肺移植待機患者におけるフレイル・サルコペニアの有病率および臨床的意義について検証し
た。
94例が解析対象となり、有病率はフレイル19％、サルコペニア45％と高率であった。また、フレイル患者は非フ
レイル患者と比較して6分間歩行距離および健康関連QOLにおける役割-社会的スコアが有意に低値であり、サル
コペニア患者は非サルコペニア患者と比較して6分間歩行距離、健康関連QOLにおける身体的スコアおよび役割-
社会的スコアが有意に低値であった。
本邦における肺移植待機患者のフレイル・サルコペニア有病率は高く、フレイル・サルコペニアを有する患者の
身体機能や健康関連QOLは低下していることが明らかとなった。
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの肺移植前後におけるフレイル・サルコペニアに関する報告は欧米諸国のデータに限定されていた。本
研究は、本邦において推奨されている診断基準に基づいてフレイル・サルコペニアの調査を行い、その有病率お
よびその臨床的意義についての実態を明らかにした初めての報告である。フレイル・サルコペニアは本邦におけ
る肺移植患者においても重要な病態であることが明らかとなったことから、それらの発症予防や改善に向けてリ
ハビリテーション等による治療介入が重要であると考えられた。
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１．研究の目的 
肺移植は末期の呼吸不全患者に対する根治的手術として確立されているが、術後 5 年生存率
は約 60%と改善の余地がある。米国の報告によると、フレイル・サルコペニアは肺移植待機中や
肺移植後の予後不良と関連する重要な因子として注目されている（Venado et al. 2020, Maheshwari 
et al. 2021）。一方、アジア人は欧米人と比較すると痩せ型が多く、さらに肺移植待機期間が極め
て長い本邦では、フレイル・サルコペニアを有する患者の割合は高いことが予想される。しかし
ながら、本邦では肺移植前後の患者に対して推奨されている診断基準を用いてフレイル・サルコ
ペニアを評価した報告はなく、フレイル・サルコペニアの有病率や、その臨床的意義については
不明な点が多い。我々は先行研究において、肺移植前後の骨格筋障害が肺移植後の運動能力や長
期生命予後と関連があることを示唆しており、フレイル・サルコペニアが本邦における肺移植前
後の患者におけるアウトカムに影響を及ぼす重要な因子であるのではないかという仮説を立て
た。本研究では、本邦における肺移植待機患者におけるフレイル・サルコペニアの有病率を明ら
かにし、フレイル・サルコペニアの臨床的意義について検証することを目的とした。 
 
２．研究成果 
(1)患者特性 
 当院で肺移植適応評価のための精査を行った患者に対してフレイル・サルコペニアの有無を
併せて評価した。さらに、その後肺移植の適応と判定され、臓器移植ネットワークに待機登録を
完了した患者を解析対象とした。 
 94 例が対象となった。年齢は 48±12 歳、男性 54 例（57%）、原疾患は間質性肺疾患が過半数
を占めていた。 
(2)フレイル・サルコペニアの有病率 
フレイルの判定には改定日本語版フレイル基準（Satake et al. 2020）を用い、サルコペニアの判
定にはアジア・ワーキンググループによるサルコペニア診断基準（Chen et al. 2020）を用いて判
定した。有病率はフレイル 19％、サルコペニア 45％であり、本邦における高齢者と比較しても
高率であった。 
(3)フレイル・サルコペニアの臨床的意義 
肺移植待機患者にとって重要な臨床指標として運動能力（6 分間歩行距離）および健康関連

QOL（SF-36）を評価した。フレイル患者は非フレイル患者と比較して 6分間歩行距離（280m 
vs. 426m）および健康関連 QOLにおける役割-社会的スコア（32点 vs. 47点）が有意に低値で
あり、サルコペニア患者は非サルコペニア患者と比較して 6分間歩行距離（292m vs. 484m）、健
康関連 QOLにおける身体的スコア（29点 vs. 40点）および役割-社会的スコア（40点 vs. 48点）
が有意に低値であった（下図参照）。 
(4)考察 
 本邦における肺移植待機患者のフレイル・サルコペニア有病率は高いことが明らかとなった。
さらに、フレイル・サルコペニアを有する患者の身体機能や健康関連 QOLは低下しており、リ
ハビリテーションの重要性が示唆された。今後は、肺移植後のフレイル・サルコペニア有病率の
検証や長期予後への影響について追加検討を行う。 
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